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★令和8年度公立高等学校入学者選抜の手引より★ 
　前号でお知らせしました「特別な配慮を必要とする生徒の出願について」

等、公立高校入試に関係することは、「北海道教育委員会　高等学校入学者

選抜情報」①と検索していただきますと、ほぼすべてを閲覧することができ

ます。書式は確定している「自己推薦書」のデータが、まだアップロード 
されていないことは、先日お知らせしておりました。 
　御存知の通り、札幌市は政令指定都市ですので、北海道と同格です。 
　市立高校を受検する御家庭は今後、「札幌市教育委員会　高等学校入学者

選抜情報」②と検索していただく場面もあると思いますが、札幌市はほぼ、 
北海道の方法に準拠する、という記載になります。 
　さて、①と検索していただきますと「令和８年度道立高等学校入学者選抜

の手引」(以下「手引」)を閲覧(ダウンロード)していただくことができます。 
　これには、公立高校入試にかかわる事務手続の流れがすべて掲載されて 
おりまして、主に各中学校の進路係が熟読するものなのですが、Webサイト

にアップロードされていますので、広く世の中に対してオープンになって 
いる訳です。 

 

　先日係が出席しました手引説明会で、現３年生の公立高校入試から大きく

変わることは３点と理解いたしました。 
　そのうちひとつは、道外居住者の出願に関することですので、以下２点に 
ついてお知らせいたします。 
　❶Web出願方式をすでに導入している公立高校ですが、道立高校は写真 
　　データを願書の所定の位置にアップロードしても、紙の写真を貼付して

　　もどちらでも可、となりました。 
　　市立高校は従来通り、紙の写真を貼付する方法のみ、です。 
　　なお、写真に関しては、多くの私立高校も道立高校と同じ方法です。 
　　よって、来月撮影する進路写真は、従来のシール式写真４枚ではなく、

　　データとシール式写真２枚とすることを、過日お知らせしておりました。 
　❷個人調査書の内容のうち「出欠の記録」については、選抜の資料として

　　は使用しない、と初めて明記されました。(手引22･24･63頁) 
　　全日制課程･定時制課程、自己推薦･一般に関わらず、という意味です。 

「個人調査書」とは、お子さまの３年間の評定や出欠日数、特別活動の

様子等を記載した、中学校から高校へ送付する書面です。４月の学年 
PTA集会の資料にも掲載しておりましたし、①と検索していただくと 
閲覧可能です。そこには欠席日数とその理由を記載する欄があります。

係としては、欠席日数やその理由を合否の判断材料としないのが公立 
高校入試、と理解してきましたが、今回はっきりと明記されたことに 
なります。 
なお、ほとんどの私立高校は、３年間で欠席が○○日以内等、ランクと

ともに、合格の目安として募集要項に明記されていることが多く、明記

されていなくても、例年の実態に基づき、お子さまに適切にアドバイス

をしながら進路相談を進めております。 
多くの私立高校は欠席日数を合否の判断材料とするが、公立高校は欠席

日数を合否の判断材料にしない、ということがより明確になった訳です。 
先日、某新聞で報じられていましたが、個人調査書の出欠欄自体が削除

された都府県も複数あるようで、北海道･札幌市が将来どうなるのか、

注視しているところです。 
 
☆専修学校クラーク高等学院札幌大通校(中央区大通東8)☆ 
☆クラーク記念国際高等学校札幌白石キャンパス(白石区平和通2丁目北)☆ 
　全員にチラシを配付します。 
　「学校説明会」(11月８日(土)等、複数回開催)、「入試対策講座」(同) 
につきましては、個人申込をお願いいたします。 
 
☆四谷学院高等学校札幌キャンパス【広域通信制】(北区北8西4)☆ 
　パンフレットが届きました。 
　差し上げますので、希望者は係へお声がけください。 


